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新庁舎 
14億円減額提案認める …

農業振興予算の拡充 ………………
町の長期計画を審議 ………………
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新庁舎 14億 円減額提案認める
現設計の２度目の変更予算認めず

入札が二度不落・不調になったが、今まで費やした経費を無駄にしないためにも現設計を再度精査
したい。結果的に工事費の増額もあるかもしれないが、今後の方向性を見定める協議のたたき台とし
たい。

動議への賛成多数で補正予算が否決

町当局の提案理由

①
二
度
の
不
落
・
不
調
と
な
っ
た
現
設
計
を
更
に
精
査
・
検

証
を
お
こ
な
う
こ
の
補
正
予
算
は
、
14
億
円
を
超
え
る

設
計
と
な
る
可
能
性
が
高
く
住
民
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

②
三
地
区
住
民
説
明
会
の
意
見
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
当

初
の
14
億
に
こ
だ
わ
る
か
、
現
設
計
に
こ
だ
わ
る
の
か
、

そ
の
方
針
を
協
議
決
定
し
て
か
ら
予
算
措
置
す
べ
き
だ
。

③
住
民
説
明
会
只
見
会
場
で
「
現
設
計
で
は
ど
ん
な
大
手
業

者
で
も
無
理
」
と
い
う
専
門
の
方
か
ら
の
意
見
が
あ
っ

た
。
設
計
を
根
本
か
ら
見
直
さ
な
い
と
進
ま
な
い
こ
と

で
は
な
い
か
。

①
今
ま
で
の
積
み
上
げ
を
白
紙
に
戻
す
話
で
は
、
ま
た
お
金

と
時
間
が
か
か
り
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
や
り
方
で
は
な

い
。
現
設
計
変
更
で
減
ら
せ
る
も
の
は
減
ら
す
や
り
方

が
一
番
早
い
。

②
昨
年
建
設
予
算
14
億
円
を
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
早
く

造
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
多
く
、
設
計
変
更
を
認

め
て
進
む
べ
き
だ
。

③
現
設
計
で
難
し
い
の
は
理
解
で
き
る
。
時
間
の
経
過
で
単

価
も
動
く
。
精
査
し
て
高
く
な
る
か
、
安
く
な
る
か
を

見
定
め
る
設
計
変
更
予
算
を
理
解
す
る
。

補正予算に反対
（動議への賛成討論）

補正予算に賛成
（動議への反対討論）

５
名
…
中
野
大
德
、
藤
田
力
、
佐
藤
孝
義
、

石
橋
明
日
香
、
鈴
木
征

６
名
…
山
岸
フ
ミ
子
、新
國
秀
一
、小
沼
信
孝
、

酒
井
右
一
、
目
黒
仁
也
、
大
塚
純
一
郎
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新庁舎 14億 円減額提案認める補正予算

平成28年度予算を審議する３月会議が、３月７日から16日の10日間行われ、一部修正
並びに意見を付して町長提案の議案すべてを原案通り可決しました。
平成27年度補正予算審議において、町当局では役場新庁舎建設予算14億円を取り下げ、
再設計委託予算を計上しましたが、審議の過程において、再設計委託予算を減額する修
正動議が提出され、動議賛成者多数により減額となりました。ここでは、役場新庁舎建
設のこれまでの経過について報告します。

３月会議

役場新庁舎建設は、昨年6月から今年2月まで2回
の入札がいずれも整わず、今年3月補正予算に既定
の建設予算14億円の減額と再度設計を見直す1296
万円の補正予算が提案されました。賛否議論の末、
修正動議が提出され、賛成多数で修正動議が可決。
更なる設計変更予算は否決されました。

■平成27年3月…建設予算14億円議決
　　　　　　　　　　　↓
■平成27年6月…第一回入札不落(4.9億円の乖離)　 
　　　　　　　　　　　↓（※議会だより140号参照）
　　　　　　　　〈設計変更業務〉（※議会だより141号参照）
　　　　　　　　　　　↓
■平成27年9月…議会より新庁舎に関する申し入れを提出
　　　　　　　　　　　↓
■平成28年2月…再入札執行（応札者なし）
　　　　　　　　　　　↓
■平成28年3月…当初建設予算14億円減額提案可決
　　　　　　　　　＜減額理由＞

二度の入札不調を受けて、現設計では14億円以内での建設
が不可能であることが濃厚となったため

■平成28年3月…再設計変更予算1296万円提案

予算決定後の経過
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農業振興予算拡充

会
員
委
別
特
算
予

質
疑
応
答

大
規
模
固
定
資
産

税
の
減
収
額
は
？

大
規
模
分
が

１
７
６
０
万
円
。

電
源
開
発
株
式
会
社
が
一

番
多
い
。

事
業
費
は
適
正

か
？

多
言
語
化
表
記

に
伴
う
工
事
で

あ
り
、
全
部
で
46
枚
だ
。

平
成
28
年
度
の
事

業
内
容
は
？

商
工
会
か
ら
の
報

告
を
受
け
、
町
が

主
体
的
に
今
後
進
め
る
。

議
会
に
説
明
で
き
る
計
画

を
平
成
28
年
度
中
に
ま
と

め
る
。

全
体
事
業
予
算

３
０
０
０
万
円
は

高
額
で
は
？

土
地
・
建
物
は
町

が
取
得
し
た
。
耐

震
補
強
も
必
要
と
な
っ

た
。
モ
デ
ル
家
屋
と
し
て

良
い
評
価
を
得
て
い
る
。

事
業
の
内
容
は
？

初
の
試
み
で
あ

り
、
メ
ン
タ
ル

チ
ェ
ッ
ク
や
人
事
評
価

等
、
管
理
職
の
能
力
向
上

を
目
指
す
。

町
　
　
税

公
共
施
設
等

案
内
板
改
修
工
事

中
心
市
街
地

活
性
化
事
業

補

助

金

ふ
る
さ
と
館
田
子
倉

内
装
改
修
工
事

職
員
研
修

委

託

料

8億7311万
5000円

2000万円

200万円

1250万円

32万
４000円

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

住
ま
い
は
確
保
し

て
い
る
の
か
？

民
間
住
宅
を
借
り

上
げ
る
予
定
で
い

る
。

支
出
内
容
は
？

会
長
報
酬
、
局
長

給
与
、
臨
時
職
員

２
名
分
の
人
件
費
、
自
動

車
維
持
費
を
町
が
支
援
し

て
い
る
。
他
は
協
議
会
の

負
担
。

地
域
お
こ
し

協
力
隊
報
酬

社
会
福
祉
協

議
会
補
助
金

78４万
8000円

1４53万
3000円

問

問

答

答

今
ま
で
の
補
助
台

数
と
条
件
は
？

約
30
台
で
、
要
件

は
最
低
３
件
の
請

負
が
条
件
。
追
跡
調
査
し

て
い
る
。

除
雪
支
援
保
険
事
業

除
雪
機
整
備

補

助

金
300万円

問答

今
ま
で
の
福
祉
商

品
券
は
な
ぜ
な
い

の
か
？

今
年
度
は
国
が
新

た
に
導
入
し
た
制

度
で
対
応
し
た
い
。
町
の

財
政
を
考
え
た
対
応
だ
。

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金

問答

ど
う
し
た
ら
よ

り
効
果
の
あ
る

結
果
を
出
せ
る
と
思
う

か
？

若
者
が
住
め
る

住
宅
対
策
を
一

緒
に
考
え
る
こ
と
も
重
要

だ
。 出

会
い
の
場
づ
く
り

委

託

料

2４0万円350万円

問答

改修が予定される既存看板

現在の「ふるさと館田子倉」

予算
審議
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現
在
は
５
集
落

だ
。
現
在
町
内
の

被
保
険
者
数
に
対
す
る
介

護
認
定
率
は
21
％
だ
が
、

こ
れ
を
20
％
未
満
に
な
る

よ
う
全
集
落
に
広
め
た

い
。

大
規
模
農
家
中
心

の
補
助
制
度
で

は
？

平
成
28
年
度
新
規

事
業
と
し
て
、
小

規
模
農
家
へ
の
支
援
事
業

も
予
算
提
案
し
て
い
る
。

災
害
復
旧
も
ほ
ぼ

終
わ
っ
た
が
、
河

川
の
魚
族
拡
大
予
算
は
？

平
成
28
年
度
は
支

流
の
魚
族
調
査
を

し
、
今
後
計
画
的
に
予
算

化
を
図
っ
て
い
く
。

農
業
関
係

補

助

金

水

産

業

費

６10４万
1000円

６7万
5000円

問問 答答

宮
渕
公
衆
ト
イ
レ

の
本
年
度
予
算
の

積
算
根
拠
は
？

本
年
は
万
代
橋
工

事
の
関
係
で
使
用

で
き
な
い
期
間
が
あ
り
、

予
算
調
整
し
て
い
る
。

公
衆
ト
イ
レ

清
掃
管
理
委
託
料

６９万
7000円

問答

高
齢
化
に
よ
り
、

駆
除
隊
員
の
確
保

は
可
能
か
？

平
成
27
年
度
は
27

名
。
平
成
28
年
度

は
30
名
分
の
予
算
を
提
案

し
て
い
る
。

鳥
獣
被
害
対
策

報酬
９0万円

問答

観
光
客
だ
け
で
な

く
、
町
民
に
と
っ

て
も
利
便
性
の
良
い
も
の

に
な
ら
な
い
か
？

課
題
と
し
て
捉
え

て
い
る
の
で
、
今

後
可
能
な
限
り
柔
軟
な
対

応
を
し
て
い
き
た
い
。

観
光
二
次
交
通

補

助

金
885万円

問答

高
額
だ
が
、
毎
年

発
生
し
て
い
る
の

か
？

毎
年
発
生
す
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
考
え
る

と
適
正
な
価
格
だ
。

パ
ソ
コ
ン

リ
ー
ス
料

９35万
1000円

問答

前
年
度
全
く
使
わ

れ
て
い
な
い
予
算

だ
が
、
制
度
に
不
備
は
な

い
の
か
？周

知
徹
底
し
、
今

後
使
え
る
制
度
に

し
て
い
く
。

老
朽
危
険
空
き
家

除
却
費
補
助
金
300万円

問答

土
地
利
用
を
含
め

た
公
共
施
設
の
配

置
計
画
が
今
後
必
要
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

か
？

公
共
施
設
を
計
画

的
に
管
理
運
営
す

る
た
め
の
業
務
委
託
だ
。

公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画

策
定
業
務
委
託
料

６50万円

問答

ど
の
よ
う
な
内
容

か
？

従
来
通
り
、
20
％

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
だ
。

本
人
確
認
に
よ
り

配
布
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
直
接
取
引

所
に
行
け
な
い
高
齢
者
等

の
対
応
は
？

発
行
は
、
そ
の
都

度
改
善
し
て
対
応

し
て
い
る
。
次
年
度
に
向

け
て
は
、
公
平
性
を
考
慮

し
た
改
善
を
図
り
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
補
助
金

1700万円

問問 答答

４
ヶ
月
交
替
で

は
、
あ
ま
り
に
も

短
か
す
ぎ
る
。
期
間
の
延

長
は
で
き
な
い
の
か
？

期
間
延
長
で
き
な

い
か
打
診
中
だ

が
、
期
間
が
延
び
る
と
中

央
病
院
で
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
機
会
を
奪
っ
て
し
ま

う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

看
護
職
員

出
向
負
担
金

1032万
６000円

問答

小川地区での実施状況

朝
日
診
療
所
会
計

に
企
業
会
計
を
導

入
し
、
経
営
感
覚
を
持
つ

べ
き
で
は
？

現
在
、
国
保
事
業

と
国
保
施
設
の
二

つ
の
特
別
会
計
に
分
か
れ

て
い
る
た
め
、
統
合
の
問

題
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
一

般
会
計
か
ら
導
入
す
る
。

公
会
計
シ
ス
テ
ム

導
入
委
託
料
200万円

問答

町
内
27
集
落
中
、

何
集
落
が
利
用
し

て
い
る
か
？

地
域
づ
く
り

サ
ロ
ン
事
業

補

助

金
85万円

問答
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　平成28年度予算の審議について、予算特別委員会から下記の意見を付して、採択す
べきものとしました。

付した意見
●一般会計予算

⑴行政改革の推進について

現在の行政改革大綱による推進期間は平成28年度が最終年次と
なる。一層の推進に努め財源の確保と職員の資質の向上に努
められたい。

⑵補助金の適正な執行について

前年度、事業の未執行等で予算減額された、老朽危険空き家除却
費補助金、地元産材活用支援事業補助金等については、要
綱等が住民の利便に合わないことも考えられる。要綱等の見直しを
含め有効な補助金の支出に努められたい。

⑶超過勤務について

本年度予算において、前年対比人件費総額は増加する等、
改善が図られていない。年度途中の補正予算が無い
よう厳しく管理職における労務管理を徹底するとともに、
今後、採用年齢にも充分考慮すべきである。

●国民健康保険施設特別会計予算について

⑴朝日診療所の運営について
長期の運営計画にもとづく、将来を見据えた新たな
運営体制の在り方を検討されたい。

山
岸
フ
ミ
子
議
員

　

只
見
町
に
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と

は
、
共
通
の
願
い
だ
。

　

消
費
税
増
税
、
年
金
は
目
減
り
で
町
民
の

暮
ら
し
は
大
変
だ
。
そ
の
中
で
、
長
年
喜
ば

れ
て
き
た
町
独
自
の
制
度
「
福
祉
商
品
券
」

を
当
初
予
算
か
ら
削
っ
た
こ
と
に
強
い
怒
り

を
覚
え
る
。
毎
年
度
、
多
額
の
不
用
額
を
出

す
よ
う
な
予
算
の
立
て
方
を
見
直
す
こ
と
が

先
決
だ
。
き
め
細
か
で
、
町
民
に
寄
り
添
っ

た
行
政
を
進
め
て
い
く
と
の
言
葉
が
反
映
さ

れ
て
い
る
予
算
と
は
思
え
な
い
の
で
、
反
対

す
る
。

鈴
木
征
議
員

　

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
特
別
委
員

会
で
慎
重
審
議
し
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は

３
件
の
意
見
を
付
し
て
認
め
て
い
る
。
そ
の

内
容
で
賛
成
す
る
。

反 対 討 論賛 成 討 論

一
般
会
計
当
初
予
算
討
論

付した意見
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1
避
難
所
施
設
整
備
に
係
る
陳
情
書

〈
陳
情
者
〉
蒲
生
区
長

【
審
査
結
果
】
不
採
択

【
理
由
】
町
当
局
と
し
て
避
難
所
の
明
確
な
基
準
が
な
い
こ
と
等
か
ら
議
会
で
は
判
断
し
か
ね
た
が
、

協
議
・
検
討
の
結
果
、
そ
の
基
準
を
町
に
作
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
が
先
と
判
断
し
た
。

2
認
定
外
給
水
施
設
整
備
に
対
す
る
支
援
と
受
益
者
負
担
金
の
軽
減
を
お
願
い
し
た
い
件
に
つ
い
て

〈
陳
情
者
〉
塩
ノ
岐
区
長
、
坂
田
区
長
、
布
沢
区
長

【
審
査
結
果
】
採
択

【
理
由
】
町
水
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
な
い
、
特
に
高
齢
化
が
著
し
い
小
集
落
に
お
い
て
、
別
枠
で
も
支
援
措
置
拡
充
の
検
討
は

行
う
べ
き
と
判
断
し
た
。

3
役
場
庁
舎
建
設
の
構
造
計
画
変
更
を
求
め
る
陳
情
書

〈
陳
情
者
〉
人
口
減
社
会
を
生
き
る
只
見
町
民
の
会

【
審
査
結
果
】
不
採
択

【
理
由
】
議
会
で
も
当
初
同
様
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
が
、
工
事
請
負
費
が
３
月
補
正
に
お
い
て
全
額
減
額
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

再
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
不
採
択
と
し
た
。

4
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情
に
つ
い
て

〈
陳
情
者
〉
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県
連
合
会
南
会
津
地
区
連
合
会

【
審
査
結
果
】
採
択

【
理
由
】
本
県
の
復
興
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
大
変
重
要
と
判
断
し
た
。

5
看
護
師
・
介
護
従
事
者
不
足
解
消
の
た
め
、
看
護
師
等
の
労
働
環
境
改
善
で
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
を
求
め
る
請
願
書

〈
請
願
者
〉
福
島
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会　
〈
紹
介
議
員
〉
山
岸
フ
ミ
子

【
審
査
結
果
】
採
択

【
理
由
】
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
に
は
、
従
事
者
不
足
の
解
消
と
労
働
環
境
の
改
善
が
必
要
で
あ
り
採
択
と
し
た
。

1給付型奨学金制度の導入・拡充と教育費負担の軽減を求める意見書提出の
陳情について

審
査
結
果

審議未了とした陳情

陳情
請願

〈陳情者〉日本労働組合総連合会福島県連合会南会津地区連合会
【理由】本件は、３月会議において付託されたが、性急な結果を出さずに改選後の委員会において
十分な審議を尽くすべきと判断した。

なお、採択された意見書については関係機関に送付しました。詳細については、只見町議会ホームページで確認できます。

委員会調査状況（帀沢地内）
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民
間
給
与
と
の
差

を
な
く
す
た
め
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
県
の

デ
ー
タ
で
あ
り
、
一
定
規

模
以
上
の
企
業
を
対
象
と

し
た
も
の
と
思
う
。
町
内

の
民
間
企
業
に
勤
め
る
人

で
、
役
場
職
員
よ
り
多
い

給
与
を
も
ら
え
て
い
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

町
で
の
調
査
は
し

て
い
な
い
が
、
厳

し
い
現
実
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

①うつくしい只見町の風景を守り育てる基金
②只見町高齢者等福祉基金

果実運用型基金
（※元金そのままで利息のみ使うことができるもの）
　　　➡　
元金取り崩し型

（※基金の目的のために必要がある場合、元金を含めて使うことができるもの）

※この条例改正は、以前の決算特別委員会における議会の意見の一部で基金の有効活用を図れるよ
う、条例改正を促したことが実現したものです。

農業委員会
現行18名
　　 ➡
　　11名

農地利用最適化
推進委員
法定上限９名
　　　　 ➡
　　　　８名

農業委員及び農地
利用最適化推進委
員の定数に関する
条例

基金が有効に活用されるようになりました

条例 あれ これ
新規・改正

県
の
人
事
院
勧
告
に
よ
り
報
酬
等
改
正
さ
れ
る

山
岸
フ
ミ
子
議
員

　

特
別
職
で
あ
る
町
長
、
教
育
長
、
議
員
の
期
末
手
当
の

引
き
上
げ
に
は
反
対
だ
。

　

当
町
の
議
員
報
酬
は
、
近
隣
の
市
町
村
と
比
べ
大
変
低

い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
消
費
税
、
年
金
の
目
減
り
な

ど
で
町
民
は
生
活
が
大
変
と
聞
く
。
町
民
の
暮
ら
し
を
優

先
す
べ
き
で
あ
る
た
め
反
対
を
す
る
。

（
対
象
）
町
長
、
教
育
長
、
議
員
、
職
員

【
結
果
】
反
対
１
、
賛
成
10

問答

町内風景（残雪と桜）

鈴
木
征
議
員

　

過
去
に
只
見
町
の
議
員
報
酬
は
引
き
下
げ
た
経
過
が
あ

る
。
結
果
と
し
て
、
桧
枝
岐
村
議
会
の
議
員
報
酬
よ
り
低

い
金
額
で
今
が
あ
る
。

　

改
正
し
た
と
し
て
も
他
町
村
も
今
回
同
様
に
引
き
上
げ

る
の
で
、
只
見
町
は
低
い
金
額
の
ま
ま
と
な
る
た
め
引
き

上
げ
は
妥
当
で
あ
る
。

質
疑
応
答委員定数の

改　正
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只見振興センター新築工事
　只見産杉材利用決定

約1530万円
　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
事
業

確
定
に
よ
る
減
額
補
正
と
、
前
年
に
続
き
国
か

ら
の
地
方
創
生
関
連
の
「
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
」
が
採
択
さ
れ
、
今
後
の
只
見
町
の
観
光

交
流
推
進
事
業
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

【メニュー】
1ユネスコエコパークを拠点とした通年滞在交流型観

光の整備
・ネイチャートレイル（自然散策路）
・自然ガイドを兼ねた運動インストラクター
・森林・地形療法と運動療法を加味した「健康プ
ログラム」

2健康スポーツによる交流環境整備と創業・就労機会
に資する賑い創出
・サッカー場の増設
・夏場のグラススキー
・サンドバレー（福島県の海岸は不適）

3町づくり会社の設立による観光振興に関わる機能・
拠点再編整備
・地域資源を発想豊かに分かりやすく、企画・商

品化できる人材招聘・育成
・創業・法人化への支援と新たな雇用創出の連鎖
・観光産業振興の一元化（運営責任主体を明確に

する）
・観光コンテンツの魅力を高める
・交流人口の増加、まちづくり会社の設立に伴う

雇用の確保
・新潟県三条市、魚沼市、柏市との経済連携

地方創生加速化交付金　8000 万円

＜制度の趣旨＞
・「 一 億 総 活 躍 社

会 」 の 実 現 に 向
け、賃金引き上げ
の 恩 恵 が 及 び に
く い 所 得 の 少 な
い 高 齢 者 の 方 へ
の支援

・ 高 齢 者 世 帯 の 所
得全体の底上げ

・平成 28 年前半の
個 人 消 費 の 下 支
え

65
歳
以
上
の
年
金
生
活
者
に
国
か
ら
３
万
円
給
付
さ

れ
ま
す
（
※
条
件
付
き
）

振興センター建設に利用予定の町内産木材

振興センター外観図

補正
予算

年
金
生
活
者
等

　
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

2６10万円

　只見産木材の利用促進を図るため、その第一弾として新たに建設が予定されてい
る只見振興センターにおいて、町内産杉材を利用することになりました。
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存
続
に
お
い
て
も
大
事

だ
。

只
見
に
植
生
し

て
い
る
杉
が
目

的
も
な
く
放
置
さ
れ
て
い

る
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（=

C
ross 

Lam
inated T

im
ber

）

活
用
は
で
き
な
い
か
？

地
元
産
材
の
利

活
用
面
で
Ｃ
Ｌ

Ｔ
を
ど
う
考
え
る
か
だ
。

世
の
中
で
普
及
す
る
に
つ

れ
て
、
町
内
産
木
材
の
利

用
は
増
え
て
い
く
こ
と
が

期
待
で
き
る
。

　町当局より、平成28年度から10年間の長期計画となる「第７次只見町振興計画」　の説明があり、３度の全員協議会による審議で、様々な質疑を交わしました。
本計画は、３月会議において、議案提案され、可決しました。ここでは、２月19日と　３月16日の全員協議会審議内容を要約してお伝えします。 

今
後
10
年
間
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
考
え
方
は
？

大
き
な
集
落
だ
け

残
し
、
支
流
域
の

小
集
落
は
切
り
捨
て
て
い

く
形
で
は
決
し
て
な
く
、

集
落
は
維
持
し
つ
つ
中
央

に
集
中
で
き
る
機
能
は
集

中
さ
せ
て
い
く
も
の
だ
。

障
が
い
者
福
祉
に

つ
い
て
ど
の
よ
う

な
考
え
か
？

家
族
以
外
の
支
援

の
あ
り
方
が
益
々

重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
障
が
い
者
の
方
々
に

と
っ
て
何
が
必
要
な
の
か

を
出
発
点
に
し
て
、
必
要

な
仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
を

立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
。

今
後
の
人
口
減
少

は
必
至
だ
が
、
市

問答問答

町
村
合
併
は
今
後
し
な
い

で
い
く
の
か
？

行
政
合
併
よ
り

も
地
域
の
産
業

面
で
連
携
を
図
っ
て
い

く
。

豪
雨
災
害
後
の

観
光
入
込
客
数

の
増
加
は
、
災
害
復
旧
の

工
事
関
係
者
に
よ
る
も
の

だ
。
観
光
客
が
増
え
て
い

る
と
い
う
認
識
で
計
画
を

立
て
る
の
は
お
か
し
い
の

で
は
？

観
光
客
が
き
ち

ん
と
増
え
て
い

く
よ
う
図
っ
て
い
く
。
総

合
戦
略
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要

業
績
評
価
指
標
）
と
い

う
「
現
状
値
」
と
「
目
標

値
」
を
書
く
こ
と
が
条
件

だ
。
現
状
値
は
平
成
25

年
度
の
観
光
入
込
客
数

（
22
万
１
４
２
６
人
）
を

使
っ
て
お
り
、
平
成
31
年

ま
で
に
年
間
30
万
人
に
し

て
い
く
こ
と
を
目
標
値
と

し
た
。
平
成
24
年
に
観
光

客
が
増
加
に
転
じ
た
と
単

純
に
言
え
な
い
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

将
来
人
口
の
目

標
を
、
平
成
52
年

に
３
０
０
０
人
を
目
指
す

と
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り

に
消
極
的
過
ぎ
る
目
標
で

は
な
い
か
？

期
待
値
が
大
き

す
ぎ
る
と
、
非

現
実
的
に
な
る
。
現
状
の

ま
ま
で
は
人
口
予
想
値
は

２
６
６
０
人
ま
で
減
る
予

定
だ
が
、
も
う
少
し
頑

張
っ
て
３
０
０
０
人
と
し

た
も
の
だ
。

只
見
高
校
の
存

続
対
策
で
、
特
色

の
あ
る
コ
ー
ス
等
の
創
設

を
短
期
計
画
で
で
き
な
い

か
？

質
疑
応
答

意
欲
は
あ
り
、
事

業
の
着
手
は
短
期

に
で
き
る
が
、
現
実
に
は

時
間
が
か
か
り
、
課
題
の

整
理
が
必
要
だ
。

人
口
が
減
っ
て
い

く
中
で
い
か
に
住

民
の
理
解
を
得
て
事
業
を

進
め
て
い
く
の
か
が
大
事

だ
が
？

合
意
形
成
の
図
り

方
が
、よ
り
大
事

な
時
代
だ
。
様
々
な
意
見

を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
議

論
・
検
討
を
し
尽
く
し
、

納
得
感
を
得
る
こ
と
が
大

切
だ
。

町
内
企
業
も
住
宅

の
確
保
が
課
題

だ
。
企
業
と
町
が
協
力
し

て
住
宅
を
つ
く
っ
て
い
く

考
え
は
？そ

う
い
う
連
携
は

一
つ
の
手
法
と
思

う
。
振
興
計
画
で
は
っ
き

り
と
打
ち
出
す
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
が
、
町
内
企

業
の
人
材
育
成
と
企
業
の

問

答問問 答答

問答

町の長期 計画を審議

答問答

問答問
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人
口
減
少
は
仕

方
が
な
い
と
い

う
前
提
で
計
画
が
立
て
ら

れ
て
い
る
。
只
見
高
校
が

存
続
の
限
界
定
数
を
死
守

す
る
た
め
に
生
徒
獲
得
を

必
死
に
頑
張
っ
て
い
る
よ

う
に
、
町
も
一
定
数
以
上

は
人
口
が
減
ら
な
い
よ
う

必
死
の
政
策
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
は
？
人

口
減
少
を
当
然
の
こ
と
と

せ
ず
、
人
口
を
維
持
す
る

ん
だ
と
決
め
て
、
そ
れ
を

目
標
の
大
上
段
に
掲
げ

て
、
初
め
て
個
々
が
バ
ラ

バ
ラ
の
事
業
の
集
積
で
は

な
く
、
全
体
が
一
つ
に
繋

が
っ
た
政
策
が
自
ず
と
決

ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
？

計
画
づ
く
り
以

上
に
、
一
つ
一

つ
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
。
進
め
て
い
く
上
で

の
合
意
形
成
が
大
切
で
あ

り
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と

絵
に
描
い
た
餅
に
な
る
。

専
門
部
会
の
方
々
が
意
見

や
夢
を
出
し
合
っ
て
議
論

今
ま
で
の
延
長
線

で
の
計
画
の
よ
う

に
感
じ
る
。夢
が
ほ
し
い
。

只
見
を
担
う
人
材

育
成
を
最
大
限
の

目
標
と
し
て
、
夢
の
あ
る

具
体
的
施
策
を
進
め
て
い

く
。

観
光
交
流
施
策
に

外
国
人
誘
客
を
重

点
項
目
と
し
て
加
え
る
べ

き
で
は
？奥

会
津
五
町
村
活

性
化
協
議
会
と
の

連
携
も
含
め
、
平
成
28
年

度
よ
り
具
体
的
に
取
り
組

む
。

今
後
の
10
年
に
お

い
て
、
何
が
中
心

施
策
な
の
か
？

振
興
計
画
に
掲
げ

た
も
の
を
実
施
計

画
に
落
と
し
込
み
、
目
標

達
成
に
向
け
て
い
く
。
プ

ラ
イ
ド
・
理
想
・
夢
が
感

じ
ら
れ
る
地
域
社
会
を
目

指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

い
。

と
思
う
が
、
そ
の
優
先
課

題
が
見
え
な
い
。

認
識
は
同
様
だ
。

そ
の
よ
う
に
ま
と

め
た
つ
も
り
だ
。

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
に

よ
る
人
口
増
加
対

策
の
具
体
的
施
策
は
？

「
町
づ
く
り
会
社

の
設
立
」
が
、
そ

れ
に
該
当
す
る
。

掲
げ
て
い
る
。
最
終
的
に

は
地
域
の
持
続
可
能
な
社

会
経
済
の
発
展
が
達
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
目
標
と

し
た
計
画
だ
。
こ
れ
が
達

成
さ
れ
な
い
と
再
認
定
が

危
う
く
な
る
の
で
、
頑

張
っ
て
達
成
し
て
い
き
た

い
。

最
優
先
課
題
は

若
者
定
住
対
策

を
重
ね
て
で
き
た
も
の

だ
。
気
持
ち
は
同
じ
な
の

で
、
ご
意
見
は
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
る
。

教
員
住
宅
を
含

め
、
住
宅
が
あ
ら

ゆ
る
面
で
足
り
て
い
な
い

た
め
に
す
べ
て
の
政
策
が

う
ま
く
い
か
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
な
い
か
？
振
興

計
画
を
計
画
通
り
進
め
て

い
く
た
め
に
も
、
住
宅
政

策
は
欠
か
せ
な
い
の
で

は
？

教
員
住
宅
に
限
ら

ず
、
町
づ
く
り
の

政
策
と
し
て
住
宅
全
体
が

不
足
し
て
い
る
。
今
後
も

目
的
に
応
じ
た
住
宅
の
建

設
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
が
10
年
後

の
更
新
の
際
に
再
度
登
録

さ
れ
る
よ
う
な
事
業
計
画

に
な
っ
て
い
る
の
か
？

10
年
間
の
行
動
計

画
を
振
興
計
画
の

中
で
３
つ
の
目
標
と
し
て

第７次振興計画策定

　町当局より、平成28年度から10年間の長期計画となる「第７次只見町振興計画」　の説明があり、３度の全員協議会による審議で、様々な質疑を交わしました。
本計画は、３月会議において、議案提案され、可決しました。ここでは、２月19日と　３月16日の全員協議会審議内容を要約してお伝えします。 

問答

問答問答

問

答問答

問答問答問答

町の将来を支える子どもたち

町の長期 計画を審議
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●
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

委員会リポート

蒲生区の避難所施設整備

　高齢化の進む中、高齢者の社会参加や生
き甲斐・活動は大変重要であることから、
当町における「シルバー人材センター」の
設立運営について、継続して働きかけてい
きます。

　鉄道軌道整備法の改正・成立が、ＪＲ只見線全線
復旧に向けての大きな後押しになることから、今後
も町当局との連携のもと、引き続き要望活動等を
行っていきます。

小熊慎司代議士に只見線復旧要望を行う様子 シルバー人材センター先進地の活動状況

蒲生区住民の避難場所である蒲生公民館

議
会
の

総
意
と
し
て
の「
申
し
入
れ
」の
尊
重
を
!!

議
会
の

総
意
と
し
て
の「
申
し
入
れ
」の
尊
重
を
!!

役
場
庁
舎
建
設
計
画

　

町
当
局
に
対
し
議
会
の
総
意
と
し
て
提
出
し
た
「
申
し
入
れ
」
の
尊
重
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
も
十
分
な
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、
町
民
合
意
の
得
ら
れ
る
庁
舎
建
設

を
進
め
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

避
難
所
の

明
確
な

基
準
を

!!

避
難
所
の

明
確
な

基
準
を

!!

議
会
の

総
意
と
し
て
の「
申
し
入
れ
」の
尊
重
を
!!

　町として避難所の明確な基準が現在存在しないた
め、これを示すよう働きかけていきます。

シルバー人材センターの

設立に向けて!!
シルバー人材センターの

設立に向けて!!
JR只見線全線復旧
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町
内
誘
致
企
業
視
察厳

し
い
社
会
情
勢
の

中
、
委
員
会
で
は
、
町
内

誘
致
企
業
３
社
（
会
津
工

場
・
テ
ィ
ー
エ
ヌ
ア
イ
工

業
・
ス
ミ
タ
フ
ォ
ト
ニ
ク

ス
）
に
出
向
き
情
報
交
換

を
し
ま
し
た
。

会
津
工
場
で
は
、
も
の

づ
く
り
都
市
新
潟
三
条
市

と
の
連
携
、
そ
の
他
企
業

で
は
、
新
た
な
事
業
部
門

の
検
討
な
ど
積
極
経
営
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

課
題
は
人
材
の
確
保
、

遠
方
か
ら
の
技
術
者
の
住

宅
対
策
が
共
通
課
題
と
し

て
上
が
り
ま
し
た
。
委
員

会
と
し
て
も
今
後
情
報
収

集
を
行
い
な
が
ら
、
雇
用

確
保
と
支
援
に
努
め
て
い

く
報
告
を
３
月
会
議
で
行

い
ま
し
た
。

スミタフォトニクス視察 ティーエヌアイ工業視察

会津工場視察

　●経済文教常任委員会

課題は、人材確保と住宅対策
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奥
会
津
地
域
五
町
村

（
柳
津
町
・
三
島
町
・
金

山
町
・
昭
和
村
・
只
見

町
）
議
会
議
長
で
構
成
さ

れ
る
連
絡
協
議
会
定
期
総

会
が
、
１
月
７
日
に
柳
津

町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

本
協
議
会
は
、
平
成
23

年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
災

害
に
よ
り
被
災
し
た
Ｊ
Ｒ

只
見
線
の
全
線
再
開
通
を

目
指
し
て
、
沿
線
町
村
で

連
携
協
力
す
る
も
の
で

す
。今

回
の
定
期
総
会
に
お

い
て
は
、
平
成
25
年
設
立

以
来
会
長
を
務
め
ら
れ
た

只
見
町
議
会
議
長
か
ら
金

山
町
議
会
議
長
に
改
選
さ

れ
、
来
年
度
の
広
域
連
携

事
業
等
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

奥
会
津
五
町
村
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

全
国
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞

齋
藤
邦
夫
議
員

２
月
５
日
開
催
の
全
国

町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

会
に
お
い
て
、
齋
藤
邦
夫

議
員
が
町
村
議
会
議
員
と

し
て
15
年
以
上
在
職
し
た

功
労
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

２
月
24
日
開
催
の
福
島

県
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会
に
お
い
て
、
県
町
村

議
会
議
長
会
長
か
ら
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 １月７日総会開催状況

齋藤邦夫議員

議会活動や議会だより等に関してご意見のある方は、電話・手紙・メール（gika i@town .
tadami.lg.jp）でお寄せ下さい。直接意見を伝えたいという方は、議員と事務局が伺いますので、
ご連絡ください。

議会を傍聴しませんか ～あなたの意見が議会を変える～

只見町議会は、動画共有サービス「Ｕstream」・「YouTube」を利用し、議会のライブ中継、
録画配信を行っています。只見町議会のホームページで、いつでも、どこからでも見ることが
できます。「只見町議会」で検索してご覧ください。

議会中継がインターネットでもご覧になれます

　町内のあらゆる団体や集まり等で、ご希望の日時と場所をお申込みいただければ、議会が
赴いて意見交換を行います。町民の皆さんの積極的なお申し込みをお待ちしております。

議会とまちづくりについて意見交換しませんか
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3月会議一般質問
この町を想い、町政を問う。

全議員が登壇

■ 大塚純一郎………………………………16
　◦シルバー人材センター早期設立を
　◦議会意思を受けた役場庁舎建設対応は

■ 小沼　信孝………………………………17
　◦町内交通をどう考えるのか
　◦まもなく５年になる豪雨災害の現状は

■ 藤田　　力………………………………18
　◦町営住宅に車庫を建設すべき
　◦浅雪の今年、豪雨災害が心配

■ 目黒　仁也………………………………19
　◦新庁舎、民意汲まない執行姿勢が原因
　◦新庁舎建設以前の職員の安全対策を

■ 新國　秀一………………………………20
　◦役場庁舎建設を見直す考えは
　◦只見川の堆砂対策の計画は

■ 佐藤　孝義………………………………21
　◦集落交付金を拡大しないのか

■ 鈴木　　征………………………………22
　◦朝日財産区の今後のあり方は
　◦所得制限のない町営住宅整備を

■ 石橋明日香………………………………23
　◦ 10 年で町が劇的に変わる政策は
　◦エネルギー代を安くする政策は

■ 山岸フミ子………………………………24
　◦検診の検査内容の拡充を

■ 中野　大德………………………………25
　◦役場庁舎建設の今後の対応は

■ 酒井　右一………………………………26
　◦豪雨裁判の弁護士契約は無効では

※１議員１ページの割り当てとなっているため、ページの都合上、質問・答弁はその概要を掲
載しております。詳しい内容については、議会ホームページの議会中継からバックナンバー
にて中継動画を掲載しておりますので、ご覧ください。
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大お
お

塚つ
か

純じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

議
員

シルバー人材センター
　早期設立を

今年度中は断念せざるを得ない答

「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
設

立
」
計
画
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。

　

昨
年
の
６
月
会
議
か
ら

指
摘
し
て
い
る
が
具
体
的

な
姿
が
見
え
て
こ
な
い
。

町
長
が
本
当
に
や
る
気
が

あ
る
の
か
疑
問
に
思
う
。

社
会
福
祉
協
議
会

が
主
体
と
な
り

設
立
準
備
を
進
め
て
き
た

が
、
今
年
度
中
の
設
立
は

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
後
は
単
独
組
織
の
設
立

も
視
野
に
入
れ
た
調
査
研

究
を
進
め
る
。

問答

今
の
社
会
福
祉

協
議
会
が
主
体

の
体
制
で
現
実
的
に
対
応

す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

町
と
し
て
設
立
準
備
室
な

ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
組
織
し
て
取
り
組
む

つ
も
り
は
な
い
か
。

町
と
し
て
引
き

続
き
、
粘
り
強
く

支
援
を
継
続
し
て
行
く
。

シルバー人材センター先進地の視察状況

議
会
意
思
を
受
け
た

　
役
場
庁
舎
建
設
対
応
は

答
町
民
の
声
を
聞
き
進
め
た
い

町
長
提
案
の
「
設

計
変
更
に
よ
る

建
設
計
画
を
進
め
て
い
い

か
ど
う
か
」
を
全
員
協
議

会
で
賛
否
を
確
認
し
た
。

結
果
は
「
３
対
７
、
欠
席

者
１
」
の
反
対
多
数
の
議

会
意
志
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
に
基
づ
い
た

「
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る

申
し
入
れ
」
を
無
視
し
た

町
当
局
の
対
応
を
問
う
。

議
会
と
の
十
分
な

意
思
疎
通
を
図
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
大
変

残
念
に
思
う
。
庁
舎
建
設

に
つ
い
て
住
民
説
明
会
を

３
地
区
で
開
催
し
た
。
多

く
の
意
見
は
議
会
と
の
相

互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、

庁
舎
建
設
を
推
進
し
て
欲

し
い
と
の
声
だ
っ
た
。

今
、
一
部
の
町

民
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
も
の
に
「
今
回
の

庁
舎
建
設
計
画
を
進
め
る

上
で
、
何
か
と
反
対
し
て

い
る
議
会
議
員
が
い
る
。」

と
い
っ
た
間
違
っ
た
認
識

が
あ
る
。
ま
た
「
そ
の
議

員
た
ち
が
建
設
業
者
に
圧

力
を
か
け
て
今
回
の
入
札

で
応
札
で
き
な
く
し
た
。」

「
議
会
だ
け
危
険
な
役
場

庁
舎
か
ら
旧
只
見
中
学
校

に
さ
っ
さ
と
移
転
し
て
職

員
や
来
訪
者
の
安
全
を
確

保
す
る
事
な
ど
全
然
考
え

て
い
な
い
。」
と
言
う
も

の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
え
な
い
。

　

議
会
は
、
平
成
22
年
４

月
に
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
職
員
や
来
訪
者
の
安

全
を
確
保
す
る
の
を
最
優

先
に
考
え
て
、
庁
舎
の
暫

定
移
転
を
議
決
し
た
。
当

局
も
暫
定
移
転
を
決
定
さ

れ
た
。
そ
れ
を
当
局
は
方

針
転
換
し
庁
舎
建
設
を
進

め
て
き
た
結
果
が
今
の
状

態
だ
。

議
会
、
町
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら

庁
舎
建
設
を
進
め
て
い
き

た
い
。

※
他
に
「
町
民
の
安
心
安

全
な
生
活
の
確
保
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問答

問

答問

答
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対
応
な
の
で
、
28

年
度
予
算
に
は
工

事
予
算
と
し
て
計

上
し
て
い
な
い
。

町
民
の
生

命
財
産
を

守
る
工
事
を
優
先

す
る
べ
き
で
な
い

の
か
。

町
内
の
事

情
を
聴
い

て
国
・
県
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。

只
見
地
区

に
も
再
三

町
内
交
通
を

　
ど
う
考
え
る
の
か

　

小お

沼ぬ
ま

信の
ぶ

孝た
か

議
員

答
公
共
交
通
会
議
で
検
討
し
た
い

現
在
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
が
運
行
さ

れ
て
い
る
が
、今
後
土
曜
・

日
曜
に
も
町
内
交
通
の
足

と
し
て
運
行
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

今
後
交
流
人
口
の

拡
大
を
目
指
し

て
、
土
曜
・
日
曜
も
含
め

て
誰
で
も
利
用
で
き
る
町

内
交
通
対
策
を
地
域
公
共

交
通
会
議
で
検
討
し
た
い

と
考
え
る
。

地
域
公
共
交
通
会

議
と
い
う
も
の
が

現
在
は
存
在
す
る
の
か
。

国
の
機
関
を
含
め

て
設
置
す
る
会
議

で
、
案
を
作
り
第
７
次
振

興
計
画
の
中
で
進
め
て
い

き
た
い
。

まもなく５年になる
　豪雨災害の現状は

概ね 27 年度で完了する予定だ

豪
雨
災
害
か
ら

５
年
に
な
り
大

規
模
な
改
修
、
復
旧
工
事

は
終
わ
っ
た
よ
う
に
見
え

る
が
、
各
集
落
の
区
長
さ

ん
方
に
問
題
点
な
ど
聞
き

取
り
は
行
わ
れ
た
か
。

聞
き
取
り
を
し

て
い
る
。
見
落
と

し
た
小
災
害
等
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
対
応
し
て
い

き
た
い
。朝

日
地
区
で
豪
雨

災
害
の
時
、
そ
れ

以
前
に
も
水
路
が
氾
濫
し

て
災
害
に
な
る
所
が
あ
る

が
、
国
道
の
拡
幅
工
事
計

画
に
よ
っ
て
防
災
対
策
事

業
の
工
事
が
中
断
さ
れ
て

い
る
の
は
ど
う
い
う
事
な

の
か
。

26
年
度
に
設
計
予

算
を
取
り
、
間
も

な
く
設
計
は
で
き
る
が
、

道
路
拡
幅
工
事
と
同
時
並

行
で
行
い
た
い
と
の
県
の

問答

答 問

明
和
地
区
の
買

い
物
支
援
バ
ス

は
非
常
に
良
い
取
り
組
み

だ
と
思
う
が
内
容
を
お
聞

き
し
た
い
。

平
成
26
年
７
月

よ
り
運
行
、
26

年
度
６
０
８
名
、
27
年
度

８
５
６
名
、
一
日
あ
た
り

平
均
で
18
名
程
利
用
さ
れ

て
い
る
３
年
間
の
県
補
助

事
業
だ
。３

地
区
で
行
う

べ
き
で
は
な
い

か
。

県
と
と
も
に
考
え
て

い
き
た
い
。

問答問答

問答

問答問答問

答

現在町内運行中の「雪ん子タクシー」

冠
水
し
て
い
る
地
域
が
あ

る
が
、
豪
雨
災
害
後
ど
の

様
な
対
応
が
さ
れ
た
の
か
。

豪
雨
災
害
で
壊
れ

た
ポ
ン
プ
を
修
繕

し
た
。

ポ
ン
プ
を
修
繕
し

た
だ
け
で
は
安
心

し
て
生
活
で
き
る
抜
本
的

な
対
応
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。

只
見
川
河
川
整
備

計
画
の
中
で
改
良

で
き
る
よ
う
に
今
後
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

問 答答
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藤ふ
じ

田た

　

力ち
か
ら

議
員

町営住宅に
　車庫を建設すべき

前向きに検討する答

住
宅
は
、
人
口
増

や
若
者
定
住
の
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
。
そ
こ
で

町
営
住
宅
に
つ
い
て
伺

う
。
一
昨
年
、
只
見
原
地

内
に
民
間
ア
パ
ー
ト
を
町

営
住
宅
と
し
て
借
り
上
げ

た
。
実
績
と
、
今
後
こ
う

し
た
ア
パ
ー
ト
を
町
は
借

り
上
げ
る
計
画
は
あ
る
の

か
。

入
居
に
か
か
る
所

得
制
限
の
な
い
住

宅
と
し
て
８
戸
を
借
り
上

げ
、
現
在
満
室
だ
。
現
時

点
で
同
様
の
住
宅
建
設
の

計
画
は
な
い
。

只
見
で
の
生
活
に

車
は
必
需
品
だ
。

１
１
７
戸
あ
る
町
営
住
宅

で
「
車
庫
の
な
い
住
宅
」

は
何
戸
あ
る
の
か
。
ま

た
、
近
く
に
有
料
賃
貸
と

し
て
建
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

１
１
７
戸
の
う
ち

91
戸
に
車
庫
は
な

い
。
こ
れ
は
建
設
当
時
、

戸
数
整
備
に
主
眼
を
お
か

れ
た
た
め
だ
。
積
雪
も
あ

る
の
で
建
設
用
地
の
調
整

を
含
め
、
入
居
者
の
住
環

境
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
前
向
き
に
検
討
す
る
。

委
員
会
で
町
内
の

誘
致
企
業
を
三
社

訪
問
し
た
際
、
三
社
と
も

技
術
者
の
長
期
滞
在
や
就

職
希
望
者
の
当
面
の
宿
舎

と
し
て
住
宅
確
保
に
苦
労

し
て
い
る
と
答
え
て
い

る
。
希
望
す
る
企
業
に
援

助
し
て
企
業
主
体
で
建
設

す
る
考
え
は
な
い
か
。

多
く
の
雇
用
を

担
っ
て
お
り
、
人

材
確
保
や
雇
用
拡
大
の
面

浅
雪
の
今
年
、

　
豪
雨
災
害
が
心
配

答
関
係
町
村
と
早
期
整
備
を
要
望

浅
雪
だ
っ
た
今

年
、
先
の
豪
雨

災
害
で
浸
水
被
害
の
多

か
っ
た
只
見
沖
下
地
内
で

は
、
豪
雨
災
害
の
再
来
を

心
配
す
る
声
が
多
く
聞
か

れ
る
。
今
か
ら
県
只
見
川

河
川
整
備
計
画
に
申
し
入

れ
を
し
て
早
急
な
取
り
組

み
・
着
工
を
強
く
要
望
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

昨
年
、
関
係
町
村

と
「
一
級
河
川
只

見
川
河
川
整
備
促
進
期
成

か
ら
も
住
宅
整
備
の
必
要

性
を
認
識
し
て
い
る
。
商

工
振
興
策
と
し
て
企
業
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
整
備

を
検
討
す
る
。

町
内
の
杉
が
、
使

い
道
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
。
今
後
、
町

営
住
宅
な
ど
を
建
設
す
る

際
、
林
業
振
興
の
た
め
に

町
内
産
の
木
材
で
建
設
す

る
考
え
は
な
い
か
。

以
前
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
が

主
流
だ
っ
た
が
、
木
の
良

さ
を
活
か
し
た
建
築
物
も

導
入
し
て
い
る
。
黒
谷
の

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
や
集

会
施
設
は
木
造
だ
。
林
業

の
振
興
は
地
元
木
材
関
係

者
の
協
力
が
必
要
。
部
材

等
最
大
限
活
用
し
て
い
く

よ
う
検
討
す
る
。

問答

問答問答

問

答

問答

同
盟
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。
今
後
、

国
の
関
係
機
関
に

安
全
安
心
な
早
期

整
備
を
要
望
し
て

い
く
。

川が土砂でいっぱいです「只見川と伊南川の合流点」
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す
。
そ
し
て
、
住
民
の
声

や
財
政
、
地
域
づ
く
り
の

様
々
な
視
点
か
ら
新
庁
舎

を
早
急
に
求
め
る
た
め
の

向
き
合
っ
た
議
論
を
進
め

て
い
く
べ
き
だ
。

意
見
は
受
け
止
め

た
。
そ
う
い
う
こ

と
を
踏
ま
え
て
今
後
議
論

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
。

奥
会
津
学
習
セ
ン
タ
ー
の

建
設
が
あ
る
。
29
年
度
か

ら
は
民
具
資
料
館
も
あ

る
。
現
実
的
に
短
期
で
の

建
設
は
無
理
と
考
え
る
。 

町
と
し
て
は
防
災

拠
点
を
い
ち
早
く

整
備
す
る
。
駅
前
の
中
心

市
街
地
計
画
、
国
県
道
の

改
良
と
合
わ
せ
て
優
先
と

い
う
判
断
で
進
め
て
い

る
。

む
し
ろ
、

こ
こ
に
至

れ
ば
職
員
の
安
全

対
策
が
優
先
で
結

論
を
出
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

現
時
点
で

は
暫
定
移

転
の
適
地
は
見
当

た
ら
な
い
。
シ
ス

テ
ム
移
転
等
の
経

費
増
も
あ
る
。
安

心
安
全
な
庁
舎
を

求
め
る
の
が
早
道

だ
。

28
年
度

早
々
、
ま

ず
職
員
の
安
全
対

策
の
結
論
を
出

　

目め

黒ぐ
ろ

仁じ
ん

也や

議
員

新
庁
舎
、
民
意
汲
ま
な
い

　
執
行
姿
勢
が
原
因

答
理
解
し
、
反
省
点
は
あ
る

議
会
は
、
第
一
回

目
の
入
札
不
落

後
、
新
庁
舎
に
関
す
る
申

し
入
れ
を
し
、
そ
の
中
に

は
「
現
実
的
に
前
に
進
め

る
協
議
を
議
会
と
進
め
て

ほ
し
い
」
と
い
う
項
目
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
住
民
か

ら
の
意
見
が
様
々
あ
る
の

で
、
こ
こ
は
一
旦
立
ち
止

ま
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
も

し
た
。
し
か
し
一
切
耳
を

傾
け
て
も
ら
え
る
姿
勢
で

は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
一
連
の
住
民
の
声
に
耳

を
傾
け
な
い
行
政
執
行
の

姿
勢
が
こ
こ
に
至
っ
た
原

因
だ
。
そ
の
様
な
反
省
は

今
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る

か
。

第
一
回
の
不
落
の

段
階
で
次
の
入
札

の
準
備
を
優
先
に
考
え

た
。
住
民
の
意
見
も
あ
っ

た
が
、
い
ち
早
く
進
め
て

ほ
し
い
と
い
う
の
が
大
方

の
民
意
と
思
っ
て
い
た
。

結
果
は
二
度
の
不
落
、
意

味
合
い
は
分
か
っ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

の
反
省
点
は
あ
る
。

新庁舎建設以前の
　職員の安全対策を

新庁舎による防災拠点整備が優先答

庁
舎
建
設
は
、
現

実
い
つ
頃
を
想
定

し
て
い
る
の
か
、

当
初
28
年
秋
目
途

だ
っ
た
。
概
ね
一

年
程
度
の
遅
れ
と
考
え
て

い
る
。

28
年
度
は
、
只
見

振
興
セ
ン
タ
ー
、

問

答

問答問

答

問答問

答 住民説明会の様子（明和振興センター）
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町
で
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

住
民
訴
訟
の
中

で
、
県
が
管
理
し

て
い
る
土
砂
が
堆
砂
の
原

因
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

答
弁
は
差
し
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

町
長
、
こ
れ
だ
け

で
も
県
に
や
っ
て

く
れ
と
言
っ
て
い
た
だ
け

な
い
か
。今

後
も
ま
だ
ま
だ

話
し
合
い
の
場
も

あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
、

ぜ
ひ
県
に
し
っ
か
り
伝
え

て
い
き
た
い
。

※
他
に
「
町
の
住
宅
政

策
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

　

新に
っ

國く
に

秀ひ
で

一い
ち

議
員

役場庁舎建設を
　見直す考えは

今までの設計を踏襲するのが
一番の近道

答

庁
舎
建
設
が
二
度

目
も
不
調
に
終

わ
っ
た
件
に
つ
い
て
、
私

は
町
が
丸
投
げ
し
た
設
計

業
者
の
能
力
不
足
と
、
間

に
入
っ
た
業
者
が
仕
事
を

し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
設
計

業
者
と
入
札
業
者
の
見
積

り
が
５
億
も
違
う
こ
と
が

あ
り
得
る
の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
に
役
割

を
果
た
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
一
日
も
早
い
庁
舎

建
設
を
進
め
る
こ
と
が
町

の
責
任
と
考
え
て
い
る
。

入
札
業
者
の
意

見
と
し
て
、
今
の

設
計
で
は
で
き
な
い
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
と
聞
く

が
本
当
か
。

先
日
の
住
民
説

明
会
の
際
、
そ
の

よ
う
な
趣
旨
の
話
は
あ
っ

た
。

ゼ
ネ
コ
ン
も
受

注
で
き
な
い
。
町

内
業
者
も
受
注
で
き
な

い
。
つ
ま
り
、
現
在
の
設

計
で
は
入
札
が
成
立
し
な

い
と
い
う
こ
と
を
発
言
さ

れ
て
い
る
。
一
日
も
早
い

建
設
を
目
指
す
な
ら
ば
、

設
計
・
工
法
を
見
直
さ
な

い
と
無
理
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。私
は
も
う
一
度
、

時
期
や
市
場
調
査
か
ら
設

計
ま
で
見
直
す
べ
き
だ
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

基
本
的
に
は
、
今

ま
で
の
設
計
を

踏
襲
し
て
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
の
が
一
番
近
い
と

考
え
て
い
る
。

只
見
川
の

　
堆
砂
対
策
の
計
画
は

答
管
理
者
で
あ
る
県
に
し
っ
か
り
伝
え
る

只
見
川
河
川
整

備
計
画
に
つ
い

て
、
合
流
点
か
ら
八
木
沢

ま
で
大
量
の
砂
利
堆
砂
が

あ
る
。
こ
の
処
理
計
画
を

問答

問問 答答

問

問

答

答

只見川と伊南川の合流点
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し
い
。

　

制
度
上
使
い
勝
手
の
悪

い
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
他
の

町
村
か
ら
も
出
て
い
る
の

で
、
一
緒
に
な
っ
て
国
・

県
に
今
後
は
要
望
し
た

い
。

　

佐さ

藤と
う

孝た
か

義よ
し

議
員

集
落
交
付
金
を

　
拡
大
し
な
い
の
か

答
地
域
づ
く
り
交
付
金
等
も
含
め
今
後
検
討

集
落
維
持
管
理
の

観
点
か
ら
、
現
在

の
20
万
円
の
枠
以
外
に
集

落
内
の
水
路
補
修
や
町
道

の
舗
装
等
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
使
え
る
枠
を
設
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

農
業
用
水
路
な
ど

の
軽
微
な
補
修
に

つ
い
て
は
、
農
業
・
農
村

の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発

揮
を
支
援
す
る
た
め
の
日

本
型
直
接
支
払
交
付
金
制

度
（
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
・
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
）
を
活
用

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
集

落
に
よ
り
行
う
農
業
用
施

設
の
新
設
・
改
良
・
補
修

等
に
要
す
る
工
事
費
が

10
万
円
以
上
の
事
業
に
対

し
て
は
、
一
般
的
の
集
落

で
70
％
以
内
、
旧
辺
地
集

落
及
び
30
戸
以
内
の
小
集

落
に
あ
っ
て
は
、
80
％
以

内
と
28
年
度
か
ら
補
助
率

拡
充
し
て
い
る
の
で
活
用

願
い
た
い
。

　

町
道
舗
装
等
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
町
内
業
者
に

発
注
し
、
安
全
・
快
適
な

通
行
確
保
に
努
め
て
い
る

が
、
路
線
も
多
く
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
活
用
す
る

た
め
に
も
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

金
額
と
制
度
な

ど
で
使
い
勝
手

が
悪
い
の
で
２
０
０
万
か

ら
５
０
０
万
程
度
（
資
材

等
現
物
支
給
で
も
よ
い
）

の
枠
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

特
化
し
た
交
付
金
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

従
来
あ
っ
た
中
山

間
事
業
が
な
く

な
っ
た
の
で
、
平
場
の
町

道
は
追
い
つ
か
な
い
の
が

現
状
だ
。
現
物
支
給
等
も

集
落
の
環
境
整
備
が
整
え

ば
可
能
と
は
思
う
が
、
で

き
な
い
集
落
や
技
術
的
問

題
も
あ
り
、
現
況
で
は
難

問答

問

答

問答

集落共同作業の状況

高
齢
化
の
進
む

中
、
集
落
交
付
金

の
あ
り
方
等
を
ぜ
ひ
検
討

願
い
た
い
。

大
事
な
こ
と
と
考

え
る
の
で
、
地
域

づ
く
り
交
付
金
等
と
合
わ

せ
て
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。
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鈴す
ず

木き

　

征す
す
む

議
員

朝日財産区の
　今後のあり方は

朝
日
財
産
区
内
で

契
約
内
容
に
納
得

し
て
い
な
い
集
落
が
あ
る

と
聞
く
。
対
象
集
落
の
納

得
を
得
ら
れ
る
協
議
を
町

で
は
行
っ
て
き
た
の
か
。

朝
日
財
産
区
か
ら

12
集
落
へ
の
土
地

貸
付
契
約
は
、
平
成
33
年

12
月
19
日
ま
で
の
期
間
で

締
結
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
電
源
開
発
株
式
会
社
と

の
送
電
線
下
に
係
る
土
地

契
約
に
つ
い
て
も
、
平
成

５
年
か
ら
３
年
更
新
で
賃

借
料
３
年
分
を
朝
日
財
産

区
特
別
会
計
の
歳
入
と
し

て
い
る
。歳
出
と
し
て
は
、

関
係
す
る
２
集
落
に
交
付

金
と
し
て
賃
借
料
の
２
分

の
１
の
金
額
を
計
上
し
て

お
り
、
平
成
28
年
度
は
契

約
の
更
新
並
び
に
賃
借
料

の
支
払
い
の
年
で
あ
る
。

過
去
に
、
そ
の
取
扱
い
に

つ
い
て
関
係
者
間
で
の
協

議
に
よ
り
折
半
と
し
た
政

治
判
断
を
し
て
い
る
。
こ

の
経
過
を
重
く
受
け
止
め

て
、
電
源
開
発
と
朝
日
財

産
区
管
理
会
に
お
い
て
協

議
を
行
い
、
一
定
の
ご
理

解
を
得
て
進
め
て
い
る
。

町
村
合
併
か
ら
56

年
以
上
経
過
し
た

現
在
に
お
い
て
、
朝
日
財

産
区
の
今
後
の
運
営
を
町

で
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

財
産
区
が
あ
る
実

態
を
不
具
合
な
状

況
と
認
識
し
て
い
る
。

　

朝
日
財
産
区
が
、
地
域

の
活
性
化
な
り
地
域
振
興

に
繋
が
る
活
動
を
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
形
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。
今
後
の

考
え
方
と
し
て
は
、
今
述

べ
た
視
点
か
ら
財
産
区
と

話
し
合
い
を
す
る
環
境
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

所
得
制
限
の
な
い

　
町
営
住
宅
整
備
を

答
人
口
増
の
た
め
住
環
境
の
整
備
に
努
め
る

町
営
住
宅
に
お

い
て
、
所
得
制
限

超
過
に
よ
り
他
町
村
に
人

口
が
流
失
す
る
例
が
見
ら

れ
る
。
人
口
減
と
な
れ
ば

税
収
は
減
少
す
る
。
町
営

住
宅
に
人
口
が
増
え
る
運

用
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
お
聞
き
し
た
い
。

町
営
住
宅
は
公

営
住
宅
法
に
基

づ
き
建
設
さ
れ
て
お
り
、

入
居
者
の
要
件
も
一
定
未

満
の
方
を
対
象
と
し
て
い

る
。
入
居
中
に
一
定
以
上

の
所
得
と
な
っ
た
場
合

は
、
認
定
さ
れ
た
方
に
対

し
制
度
の
説
明
と
併
せ
、

必
要
に
応
じ
て
住
み
替
え

可
能
な
住
宅
の
紹
介
を

行
っ
て
い
る
。

　

町
営
住
宅
が
人
口
増
加

に
つ
な
が
る
活
用
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
空
き
家

の
有
効
活
用
も
視
野
に
入

れ
た
住
環
境
の
整
備
に
努

め
て
い
く
。

問答

問答

問

答

黒谷地区にある公営住宅の現状

地域振興に繋がる
協議を進めたい

答
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石い
し

橋ば
し

明あ

日す

香か

議
員

10
年
で
町
が

　
劇
的
に
変
わ
る
政
策
は

答
「
只
見
ら
し
さ
」
で
頑
張
る

町
が
今
後
10
年
で

劇
的
に
変
わ
り
得

る
政
策
と
し
て
何
を
計
画

し
て
い
る
か
。

第
七
次
振
興
計
画

で「
只
見
ら
し
さ
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
10

年
後
の
只
見
町
の
将
来
像

を
掲
げ
た
。
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
も
っ
て
強
い
意
志
と

決
意
の
も
と
で
町
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。

　

本
町
は
世
界
に
も
誇
れ

る
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
た
の
で
、
こ

れ
を
核
と
し
た
「
人
と
自

然
共
生
を
テ
ー
マ
と
し
た

通
年
滞
在
交
流
型
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
開
発
」
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

国
道
２
８
９
号
八
十
里

越
の
開
通
も
控
え
、
新
潟

県
三
条
市
を
含
め
た
新
潟

県
中
央
地
域
の
医
療
や
も

の
づ
く
り
な
ど
の
連
携
も

視
野
に
入
れ
、
各
施
設
の

展
開
を
図
っ
て
い
く
。

第
七
次
振
興
計

画
は
短
期
的
な

事
業
計
画
ば
か
り
で
中
長

期
的
な
計
画
が
ほ
と
ん
ど

見
当
た
ら
な
い
。
良
く
も

悪
く
も
現
実
的
に
目
の
前

に
あ
る
政
策
の
延
長
で
し

か
な
く
、
夢
が
な
い
。
10

年
は
あ
っ
と
い
う
間
だ
。

こ
の
ま
ま
だ
と
、
町
が
劇

的
に
変
わ
る
だ
ろ
う
期
待

が
で
き
な
い
。

　

只
見
に
来
て
も
ら
い
、

住
ん
で
も
ら
う
流
れ
を
作

る
た
め
に
は
、
只
見
で
な

け
れ
ば
だ
め
な
の
だ
と
い

う
要
素
や
、
こ
れ
だ
け
は

日
本
一
と
誇
れ
る
産
業
を
、

町
を
あ
げ
て
作
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

劇
的
な
変
化
を
も

た
ら
す
よ
う
な
政

策
は
正
直
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
や
八
十
里
越
開
通

を
通
し
て
観
光
振
興
し
て

い
く
。

そ
れ
で
は
只
見
町

は
観
光
で
食
べ
て

い
く
町
、
観
光
を
一
大
産

業
に
し
て
い
く
、
と
い
う

こ
と
で
い
い
か
。 

観
光
だ
け
で
な

く
、
只
見
ら
し
さ

を
生
か
し
た
産
業
の
六
次

化
や
農
業
振
興
を
頑
張
り

た
い
。

エネルギー代を
　安くする政策は

関係機関に働きかけていく答

今
後
の
町
お
こ
し

に
欠
か
せ
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
電
源
開
発
と

の
関
係
も
含
め
ど
の
よ
う

な
予
定
か
。

残
念
な
が
ら
今
の

国
の
法
に
基
づ
く

枠
組
み
の
中
で
は
、
電
源

開
発
は
電
気
を
消
費
者
に

供
給
す
る
会
社
で
は
な

い
。

で
き
な
い
理
由
を

聞
い
て
い
る
の
で

は
な
い
。
国
や
企
業
の
動

き
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

夢
を
持
っ
て
そ
の
た
め
に

町
と
し
て
何
を
し
て
い
く

の
か
を
聞
い
て
い
る
。

何
も
話
を
し
て
い

な
い
わ
け
で
は
な

い
。
国
の
電
力
シ
ス
テ
ム

改
革
の
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
、
地
域
で
作
っ
た
電

気
が
地
域
で
利
用
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
い
く
。

問答

問

答問答

問答問答

田子倉ダム
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康
が
大
切
で
あ
る
。
二
つ

の
健
診
の
追
加
は
町
独
自

の
施
策
で
可
能
か
。

可
能
だ
。

振
興
計
画
で
検
診

を
支
援
す
る
た

め
、
健
診
の
充
実
を
す
る

と
あ
る
。
早
期
に
実
効
性

の
あ
る
施
策
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
。
町
長
の
判
断

で
で
き
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

医
師
を
は
じ
め
と

し
た
保
険
関
係
者

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

町
民
の
方
の
健
康
寿
命
延

伸
を
図
り
尽
力
す
る
。

　

山や
ま

岸ぎ
し

フふ

ミみ

子こ

議
員

検診の
　検査内容の拡充を

町民の健康寿命延伸のため尽力する答

心
電
図
・
眼
底
検

査
は
、
な
ぜ
検
診

の
検
査
か
ら
は
ず
さ
れ
た

か
理
由
を
伺
い
た
い
。

平
成
20
年
か
ら
国

の
方
針
で
医
師
が

必
要
と
認
め
た
方
だ
け
二

次
的
に
行
う
。

心
電
図
・
眼
底
検

査
は
、
医
師
の
判

断
で
わ
か
る
も
の
や
、
検

査
で
発
見
で
き
る
も
の
も

あ
る
。
自
覚
症
状
が
現
れ

た
時
は
、
重
症
化
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
最
近
心

臓
病
で
町
外
の
医
療
機
関

に
多
く
の
町
民
が
通
院
し

て
い
る
。
こ
の
状
況
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
こ
の
五
年
間
で
疾
病

別
の
統
計
な
ど
と
っ
て
い

る
か
。

疾
患
別
統
計
調

査
は
し
て
い
な

い
。

心
疾
患
の
危
険

性
が
高
い
と
判

断
さ
れ
た
ハ
イ
リ
ス
ク
の

方
を
対
象
に
詳
細
検
診
と

し
て
心
電
図
・
眼
底
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。
検
査

項
目
を
減
ら
し
て
は
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
と
は

言
え
な
い
。
重
症
化
す
れ

ば
経
済
的
負
担
医
療
費
の

拡
大
に
な
る
。
二
つ
の
検

査
を
追
加
し
た
場
合
、
予

算
額
は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
か
。

年
間
２
５
０
万

円
と
な
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
設

立
は
大
切
で
あ
り
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
人
た
ち
の
健

問問 答

問問 答 答

問 答

答

朝日診療所での診察状況
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に
お
い
て
庁
舎
建
設
を
速

や
か
に
進
め
る
た
め
の
最

良
の
方
法
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

現
在
ま
で
５

年
の
歳
月
と

１
億
１
千
万
円
の
経
費
を

か
け
、
公
開
に
よ
る
設
計

業
者
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審

査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

の
様
々
な
場
面
で
町
民
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
現

設
計
だ
。
こ
の
設
計
を
基

本
と
し
て
の
設
計
見
直
し

を
行
う
こ
と
が
、
期
間
的

問 問答

　

中な
か

野の

大た
か

德の
り

議
員

役
場
庁
舎
建
設
の

　
今
後
の
対
応
は

答
早
期
に
安
全
な
庁
舎
を
建
設
し
た
い

役
場
庁
舎
は
最
初

不
落
、
二
度
目
は

不
調
と
な
っ
た
。
町
当
局

と
議
会
は
、
こ
の
原
因
を

精
査
し
、
町
の
表
玄
関
と

な
る
地
域
で
あ
る
こ
と
や

諸
事
情
を
考
え
る
と
、
速

や
か
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
町
当
局
の
考
え
を
伺

う
。

昨
年
６
月
に
執
行

し
不
落
と
な
っ
た

大
き
な
要
因
は
、
鉄
骨
工

事
費
の
価
格
か
い
離
と
冬

期
間
工
事
の
考
え
方
だ
っ

た
。
そ
う
い
っ
た
部
分
を

解
消
す
べ
く
設
計
の
一
部

見
直
し
を
行
い
、
一
月
に

入
札
を
行
っ
た
が
、
残
念

な
が
ら
参
加
申
請
が
な
く

不
調
と
な
っ
た
。
速
や
か

な
対
応
が
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。

　

今
後
で
き
る
だ
け
早
期

に
安
全
な
庁
舎
を
建
設
す

る
と
い
う
方
針
に
変
わ
り

は
な
い
。
積
算
の
見
直
し

や
設
計
変
更
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
理
解

問

答

を
得
て
推
進
し
て
い
き
た

い
。
予
算
措
置
に
つ
い
て

は
３
月
会
議
に
補
正
予
算

と
し
て
庁
舎
新
築
工
事
関

係
予
算
を
一
旦
減
額
し
、

変
更
設
計
に
係
る
予
算
を

お
願
い
し
て
い
る
。
設
計

変
更
が
完
了
次
第
、
予
算

の
議
決
を
お
願
い
し
た

い
。

庁
舎
建
設
は
、
中

心
市
街
地
の
活
性

化
、
只
見
線
の
再
開
通
運

動
等
、
様
々
に
連
携
し
て

い
る
と
考
え
る
。
現
時
点

問

答

答

現在の役場庁舎

に
も
財
政
的
に
も
有
利
に

庁
舎
建
設
に
至
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
。

財
政
に
つ
い
て
危

惧
さ
れ
て
い
る
意

見
も
あ
る
が
、見
通
し
は
。

庁
舎
建
設
費
用
に

つ
い
て
は
、
公
共

施
設
等
再
生
整
備
基
金
等

に
積
み
立
て
を
行
い
、
そ

の
財
源
確
保
に
努
め
て
き

た
。

町
当
局
と
議
会
は

車
の
両
輪
に
よ
く

例
え
ら
れ
る
。
歯
車
を
か

み
合
わ
せ
推
進
す
べ
き
と

思
う
。

時
間
と
丁
寧
さ
に

欠
け
て
い
た
感
も

あ
る
が
、
全
員
協
議
会
と

い
う
会
議
の
中
で
単
に
賛

成
と
反
対
の
数
で
は
な

く
、
建
設
的
な
議
論
が
ほ

し
か
っ
た
と
も
感
じ
て
い

る
。
そ
の
他
公
共
建
設
と

合
わ
せ
、
ま
た
皆
さ
ん
と

し
っ
か
り
議
論
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
ご
理
解
願
い
た
い
。
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酒さ
か

井い

右ゆ
う

一い
ち

議
員

豪雨裁判の
　弁護士契約は無効では

契約弁護士と相談し対応する答

平
成
27
年
４
月

21
日
に
町
長
が

弁
護
士
と
交
わ
し
た
裁
判

の
委
任
契
約
書
に
よ
る

と
、
弁
護
士
費
用
の
支
払

い
は
総
額
２
０
０
万
円
を

限
度
と
し
、
27
年
度
以
降

も
「
一
年
ご
と
に
50
万
円

を
支
払
う
」
と
さ
れ
、
四

年
間
に
ま
た
が
り
支
出
さ

れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。

　

一
方
、
27
年
度
予
算
議

決
で
は
今
年
度
の
支
払
い

の
み
を
認
め
て
い
る
。
後

年
度
負
担
を
伴
う
支
払
い

を
認
め
て
い
な
い
。ま
た
、

町
長
は
「
未
払
い
分
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
て
支
払

う
手
続
き
を
し
た
と
答
弁

し
た
が
、予
算
議
決
当
時
、

そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る

「
手
続
き
や
議
決
」
を
し

て
い
な
い
。

　

費
用
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
な
い
契
約
に
基
づ
く

弁
護
士
と
の
委
任
契
約
は

無
効
で
は
な
い
か
。

　

原
告
も
町
民
で
あ
る
。

町
か
ら
の
支
出
は
原
告
を

含
め
た
町
民
の
血
税
で
あ

る
。
真
摯
に
答
弁
さ
れ
た

い
。

予
算
の
翌
年
度

繰
り
越
し
や
単

年
度
主
義
、
財
務
関
係
法

や
運
用
に
つ
い
て
は
そ
の

通
り
だ
。
こ
の
契
約
は
、

年
度
の
初
め
に
弁
護
士
と

相
談
し
た
と
こ
ろ
「
裁
判

は
27
年
度
で
解
決
す
る
見

通
し
と
い
う
意
見
の
も
と

に
作
っ
た
。
こ
の
裁
判
が

翌
年
度
以
降
に
繰
り
越
す

と
思
わ
な
か
っ
た
。
契
約

書
は
年
度
当
初
に
弁
護
士

と
相
談
し
て
作
っ
た
も
の

で
あ
り
、
翌
年
度
に
予
算

を
繰
り
越
し
て
も
問
題
は

な
い
と
思
っ
た
。
予
算
の

話
を
深
め
て
も
一
般
質
問

と
し
て
馴
染
ま
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　

指
摘
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
契
約
書
に
都
合
の
悪

い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
町

の
顧
問
弁
護
士
と
相
談

し
、
契
約
書
の
内
容
を
変

更
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

※
他
に
「
第
７
次
振
興
計

画
の
核
心
は
何
か
」、「
只

見
町
の
将
来
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

豪雨災害により落橋した万代橋の状況

問

答



教えて！議会のこと Vol.7

会議の役割
ブナりん

イワっぺ

アカショウちゃん

議会にできること・できないことについて議会運営委員長に聞いてみます。

只見町キャラクター ©Tadami

イワっぺ　ねぇ、ねぇ、議
会について詳しく聞く前に
「議会運営委員会」は、何
をするところなの？

議会運営委員長　議会運営を効率的に行う
ために設けられている委員会で、議会の日
程や請願・陳情の取り扱いなどの協議をし
たりする委員会だよ。

ブナりん　町政にとって議会
の役割とはどんなことなの？
議会運営委員長　議会は「議
決機関」と呼ばれ、町長や教
育委員会などは「執行機関」
と呼ばれているよ。両者はそ
れぞれ独立・対等の立場で、
町政を担う「車の両輪」のよ

うな関係なんだ。相互に抑制と均衡(チェッ
ク・アンド・バランス)を図りながら、町民の
皆さんが安心して暮らせるまちづくりのた
めの重要な役割があるんだよ。
アカショウチャン　「議決機関」と「執行
機関」についても教えてよ。
議会運営委員長　「議決機関」というの
は、町政の中の予算や決算、政策や将来の
方向性などを最終的に判断して議決する機
関のことなんだよ。
「執行機関」というのは、予算や政策・条例
などを考え、議会に提出して議決されたこ

とを進めていく、町長や教育委員会、町当
局のことをいうんだよ。
ブナりん　ということは、お互いによく話
し合いをして合意形成を図って物事を進め
てもらわないと、町が良くならないね。
議会運営委員長　そうなんだ。ただ、町の
大切な将来や方向性を決めないといけな
い割には、政策や予算を提案されてから議
決するまでに十分な検討時間が与えられて
いないのが議会としての悩みなんだ。執行
機関である町当局には、その点の改善を要
求しているところだよ。
イワッペ　議会は今聞いた「議決」するこ
と以外には何もできないの？
議会運営委員長　他にもできることがある
よ。議会では政策提言をして、少しでも安
心・安全・住みよい町づくりの方法を考え、
執行機関に提案することができるよ。

アカショウチャン　「政
策提言」というのはどうい
うこと？
議会運営委員長　町民か

ら出されたいろんな意見を議会や委員会で
政策立案して、町政に反映させるように町
に提案していくことなんだよ。
イワッペ　じゃあ、今度僕たちも只見の自
然環境について議会の人達に聞いてもらお
うっと！

３　
月　
会　
議

全
員
協
議
会

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

一　
般　
質　
問

教
え
て
議
会
の
こ
と
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只見町について 只見町のよいところ

大竹　優真
おお たけ 　　  ゆう   ま

vol.7シリーズ

明和小学校6年

　ぼくが只見町で好きなところ
は、昔からその地区に残る伝統で
す。

　ぼくたちも小学校で梁取地区の伝統芸能の『梁
取神楽』を学習発表会で披露しました。練習して
いくうちにこのような伝統は只見町の未来に必要
なものだと感じていきました。この伝統を将来に
残していくためには、次の世代にしっかりと引き
継いでいった方がいいと思います。これからは、
ぼくたちの世代がこの伝統を残していくために努
力していきたいです。

平野　結菜
ひら　の 　　　 ゆい   な

明和小学校6年

　私が思う只見町のよいところ
は、只見の人の心がとてもあたた
かいところです。

　私が朝、「おはようございます。」とあいさつ
をすると只見町の人は、みんなとてもかがやいた
笑顔で「おはよう。」と返してくれ、うれしい気
持ちになります。明和小の見守り隊の人たちは、
毎朝登校する時に私たちにあいさつをしてくれま
す。私はそのあいさつを聞くと『今日も一日がん
ばろう。』という気持ちになります。私は、そん
な只見町で過ごせてよかったです。

編

集

後

記
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当
初
か
ら
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
の
入
賞
を
一
つ

の
目
標
に
据
え
、
議
会
の

様
子
を
で
き
る
限
り
分
か

り
易
く
町
民
の
皆
様
に
伝

え
る
た
め
に
、
議
会
だ
よ

り
の
抜
本
的
改
革
を
目
指

し
て
、
委
員
全
員
心
一
つ

に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
参
り
ま
し
た
。

読
者
か
ら
の
声
も
た
く

さ
ん
頂
き
、
毎
号
改
良
に

改
良
を
重
ね
て
き
た
結

果
、
お
蔭
様
で
念
願
の
入

賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
そ
の
も
の

が
ゴ
ー
ル
で
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
結

果
を
出
せ
た
こ
と
を
本
当

に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

何
よ
り
も
、
町
民
の
皆

様
に
こ
れ
ま
で
の
変
化
を

感
じ
取
っ
て
頂
け
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
議
会
へ
の
理

解
が
深
ま
る
一
助
と
な
っ

て
い
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。

　
（
石
橋
明
日
香
委
員
長
）
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町村議会広報コンクール 奨励賞受賞！
「只見議会だより139号」が、第30回町村議会広報全国コンクールで「言語・文章

部門奨励賞」を受賞しました。
議会だより発行には、これまで多くの町民の方々にご協力をいただきました。この
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